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原点にかえり、復興に全力で取り組む！！ 

 
連合福島は４月４日に福島グリーンパレ

スで開催された第９回執行委員会終了後、

第２３回参議院議員選挙福島選挙区予定候

補者金子恵美氏（現・１・民 連合推薦）

と政策協定の調印式を行った。 
 政策協定書には、連合が求める「働くこ

とを軸とする安心社会」の実現に向けた主

要重点政策に加え、原子力発電所の安全確

保、迅速な除染の推進、医療・看護・介護

体制などの再生、人口流出問題と急速に進

展する少子高齢化対策の推進、県内７つの

生活圏でのバランスのとれた産業振興と雇

用の創出、復興の牽引役である自治体職員

の確保など、福島県が抱える喫緊の課題へ

の重点的な取り組みを行う事が盛り込まれ

ている。 
調印式の冒頭で影山会長から、「今次参議院選挙は民主党の再生そして存続をかけた非常に重要な

意味を持つ選挙となる。連合福島に結集する総ての組合員が一丸となり今次参議院選挙に臨み、必

ず組織内候補８名と金子恵美氏の当選を勝ち取り、民主党の再生、そして働くことを軸とする安心

社会を実現する足掛かりにしなくてはならない。」との挨拶があった。 
調印を終え金子氏からは、「ふるさと福島の復興・再生の早期実現」と「働く人が報われる安心社会

の実現」に向けて全力で取り組む決意が語られた。 

連合福島 

政策協定を結び、握手を交わす影山会長と金子氏 

金子参議院議員、民主党県連役員、連合福島執行部合同写真

一丸となって頑張ろう！！ 


